
■人族ＰＣβ「外から来た冒険者」個別設定
　きみは魔域帝国によって大量に生み出された“奈落の魔域”
討伐のために雇われた、冒険者の一員だ。
　ゲーリガン海岸諸国家連盟（⇒34、46頁）に所属するウ
ルマリ王国の冒険者ギルド支部、〈奈落討伐団〉から、成功
報酬10,000ガメルという破格の依頼を請けている。しか
し即席のパーティに“奈落の魔域”攻略は少し荷が勝ちすぎ
たらしい。きみは仲間とはぐれ、あてどなく魔域を彷徨う。
　そして、昨夜。気がつけば、きみはひとつの都市に辿り
着いていた。

推奨技能：魔法使い系＋任意
推奨サンプルキャラクター
　エルフの妖精使い（⇒『RL』14頁、18頁）
　　or　ハイマンの神官（⇒『RL』38頁、42頁）

……………………………（山折り）……………………………

●与えられた任務（他者に話すかどうかは自由）
　きみは、“奈落の魔域”を彷

さ ま よ

徨い歩くという、“魔域渡りの
貴
きりゅうじん

竜人”と呼ばれるドレイクの討伐を命じられていた。まだ
年若く弱い個体らしいが、成長すると魔域と魔神を自在に操
る力を発揮する、希少なドレイク貴族のひとりだという。
それゆえ人族の脅威になる前に、急いで倒さねばならないの
だ。
　きみは“魔域渡りの貴竜人”のいる方角が分かる、〈悪魔の
血漿石〉がはめられたペンダントを持っている。魔界へのゲー
トとなる者を探知するために作られたもので、魔法文明時代
の魔法の品だ。この宝石の中のきらめく輝きが指し示す相
手こそ、倒すべき相手なのだ。
　そして〈悪魔の血漿石〉は、北を指し示している。

●過去の記憶
　きみはまだ物心ついたばかりの頃、奇妙な森で迷子になっ
た。そのとき、同じく迷子になっている少女と出会い、一
緒にその森から帰ることに成功した。その子には角があっ
たような気もするが……記憶は曖昧で、それは単なる夢だっ
たのかもしれない。

目的：“魔域渡りの貴竜人”を倒す。

■人族ＰＣα　「平和を望む者」個別設定
　きみは、魔域帝国の攻撃によって、“奈落の魔域”に呑み
込まれた辺境の城塞都市、バルザークの住人だ。
　きみがどんな種族で、どんな生い立ちであったとしても、
この町の人々は温かく受け入れてくれた。そしてきみは、
いまやバルザークに残された、数少ない戦う力を持つ者だっ
た。だからどうにかして、〈奈

ア ビ ス コ ア

落の核〉を破壊し、バルザー
クを救いたいと考えている。

推奨技能：戦士系＋スカウトorレンジャー
推奨サンプルキャラクター
　ラルヴァの戦士（⇒15頁）
　　or　アビスボーンの拳闘士（⇒『RL』32頁、36頁）

……………………………（山折り）……………………………

●きみの葛藤
　それは、約１ヶ月前のことだ。
　城塞都市バルザークが“奈落の魔域”に呑み込まれ、毎日
のように襲ってくる魔神との戦いに疲弊しきっていたとき。
　ドレイクの少女──エリンターナ・シェフティ（ドレイク
／女／14歳）率いる蛮族の一団が現れ、魔神たちを蹴散らし、
町を守ってくれた。
　だがその後の戦いの中、バルザーク防衛の指導者であり、
常日頃なにかときみをサポートしてくれていた、錬金戦士ザ
イド（人間／男／44歳）が行方不明となった。
　行方不明になったのは、１週間ほど前。ザイドがどこへ行っ
たのか目撃した者はおらず、生死も不明だ。蛮族が城塞都
市バルザークを乗っ取るため、戦いの最中にザイドを殺した
のだ、という者もいるが、その証拠はひとつもない。ザイ
ドは左頬にある×の字状の傷を利用してティダンの紋章を刺
青しており、死体を見ればすぐにわかるはずだ。
　ザイドが行方不明になった後も、エリンターナは蛮族を率
いて町を守るために戦い、生き残るために人族と蛮族は共闘
するようになった。人族の戦力は消耗を続けており、もは
や蛮族の力なくして、バルザークは１日と保たないだろう。
　昨夜、見張りに立っていたきみは、そんな戦況にもかかわ
らず、エリンターナが北門を飛び越え、いずこかへ消えるの
を目撃した。ちらりと見えたその目はうつろで、まるで夢
を見ているかのようだった。
　将がいなくなった蛮族は、暴れ出すかもしれない。それ
どころか、エリンターナは裏切って、ひとり逃げたのかもし
れない。
　きみは彼女を追い、その真意を確かめたいと考えていた。

目的：ドレイクの姫君エリンターナと再会する。




